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  早くも 4 年目を迎えることにな

りました。1 年生６名が新たに加わり、総勢 49 名の利用児童数と

なります。「安全なところであること」「楽しいところ」「知恵を生

み出すところ」そんなことを考えています。学校の学習とは違うも

のの、学校教育の「補育」的な場所でいたいと考えています。 

 相和の子どもたちが、より良い方向に育てられるように、みなさ

んのご理解とご協力をお願いいたします。 

ブルックスの庭園の散歩、そこ

に行く途中の菜の花、そして学校

のコブシの花。春の息吹の心地よ

さを感じます。 

この自然の中で過ごしていると、

人間も、その一部だと感じる瞬間

があります。子どもは、すぐに感じ

ているのでしょう。 

え？ 何？ 恐竜？ ウソ？ 

不思議な光景ですね。ブルックスの庭園に

ある枝を伐採された楠の幹が、まるで恐竜の

頭のように見える場所があります。 

ちょうど子どもたちが遊んでいるところをの

ぞきに来たかのようなアングルの写真ですね。 

 

低学年の子どもが、「一緒にトランポリンをやってくれなかった」とす

ねて泣いていました。すると、すかさず上学年の男の子が声をかけ、

一緒に遊び始めました。すねていた子も、笑顔がこぼれています。 

この声をかけた男の子も、１年生の時には、同じようなことがありま

した。その子が、全く立場を逆にして接している。そこに成長を感じると

ともに、改めて子ども同士の関係の中で大きな学びがあるのだと思い

ます。 

同学年の中で子どもは社会性となる学びを、そして異学年の中で

優しさを、様々な場で学んでいきます。それがずうっと息づいているの

も、相和ならではの光景だと感じます。 

すてきな姿だと思って見ていました。 

4/19 のＰＴＡ総会で、子どもを学校で待たせる予定の方は、放課後

教室への申し込みをお願いします。 


